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Ⅰ　開催概要

（１）　目　　的　

平成 30 年 1 月 1 日現在、都内の外国人登録者数は約 52 万人で全体の約 3.8％を占めてい

ます。経済のグローバル化、少子高齢化が進展する中で、在住外国人の増加と定住化の傾向は

今後ますます進んでいくと考えられます。

このような在住外国人を取り巻く課題や問題点、国際協力の在り方などについて、国際理解

を促進し問題解決への認識を深める機会とします。

（２）　実施方法

　分科会方式（３分科会）

（３）　内　　容

①　「誰一人取り残さない世界」って？ＳＤＧｓの視点から

②　生活者としての外国人が考える多文化共生社会とは

③　多文化共生社会を実現するための子どもの日本語学習支援

　　（外国にルーツを持つ子どもの日本語学習支援の事例報告）

（４）　日　　時　　　平成３０年２月３日（土）１0：００～１６：００

（５）　場　　所　　　なかのＺＥＲＯ　西館　（中野区中野 2-9-7）

（６）　定　　員　　　150 人

（７）　参 加 費　　　無　料

（８）　主　　催　　　東京都国際交流委員会　　国際交流・協力ＴＯＫＹＯ連絡会

（９）　共　　催　　　東京都　　日本国際連合協会東京都本部

（10）　後　　援　　　独立行政法人国際協力機構　　一般財団法人自治体国際化協会
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Ⅱ　実施概要

分科会　1

●テ　ー　マ　　「誰一人取り残さない世界」って？　SDGs の視点から

国際社会の共通ゴールである持続可能な開発目標（SDGs）の概要を理解し、その視

点から行われている国内外の取り組みを通じて、「誰一人取り残さない世界」の実現

に向け、私たちができることを考えることを目指します。

●基 調 講 演　　「Living Together with SDGs（SDGs と共に生きる）」

池上　清子氏　公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン 理事長 /

　　　　　　　長崎大学大学院　熱帯医学グローバルヘルス研究科 教授

●事例報告１　　「持続可能な開発目標と JICA の取り組み」

久保倉　健氏　独立行政法人国際協力機構（JICA）

　　　　　　　企画部国際援助協調企画室　企画役

●事例報告２　　「SDGs 達成に向けた市民の参加とその課題」

重田　康博氏　宇都宮大学国際学部教授 / 国際学部多文化公共圏センター

　　　　　　　副センター長 /JANIC 政策アドバイザー

●参 加 者 数　　２９名

基調講演「Living Together with SDGs（SDGs と共に生きる）」

池上　清子氏　　公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン理事長 /

　　　　　　　　長崎大学大学院　熱帯医学グローバルヘルス研究科　教授
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皆さんの中には SDGs（持続可能な開発目標）

という言葉をご存知の方もいると思う。しかし、ま

だ、SDGs というと遠いどこか違う世界で行われ

ていること、知らない人が日本では多い。今日は

情報交換ができることがとてもうれしい。

まず、最初にピコ太郎の動画を見たことありま

すか？１７の目標がありますよねという話をして

いる。This is a pen. This is a book（ここにペン

があります。ここに本があります。）合わせると教

育になります。教育を推進するために、教育にとっ

て必要なことはなにか。「学ぶ環境×教師」「教材×

人×学ぶ環境」「先生×生徒」「時間×場所」。こん

な感じで何かを推進実施するには何が必要かを考

えたらいろんな項目が出てくる。１７の目標を達

成するためには優先順位をつけないと全部は出来

ない。開発にとって、何が必要かを考え、合体す

ると開発の推進につながることを考えてほしい。

SDGs は国連で 2015 年 9 月に決まった目標。

国連の大きな目的として２つあり、1 つは平和構築、

もう 1 つは開発を進めること。開発とは貧富の格

差をなくすことであり、国連経済社会理事会が扱

うものである。SDGs の前にミレニアム開発目標

（MDGs）が採択され、その教訓が SDGs の基本理

念の１つとなった。開発を考えるとき、人権と直

結していることもあり、公平性が重要。公平と平

等はコンセプトが違う。もちろん、両方とも必要

な考え方。SDGs を考えるうえで、公平性、つまり、

必要な人のところに必要なものを届けるためには

何ができるのか、必要とする人を取り残さないで

開発を進めるためには何ができるのかを考えてほ

しい。

この図は、データの横軸が貧しい人、普通の人、

豊かな人の 20％ずつを指し、縦軸は妊娠中に産前

健診を受けたかというもの。貧しい人は、１回で

も産前健診に行ったことのある女性が、５０％も

いない。（南アジア、サハラ以南のアフリカ）貧し

い人たちの生活改善が重要であり、先進国や新興

国にも貧しい人たちがいることを確認。

17 の目標と 169 のターゲット。目標の中には、

MDGs が 15 年間で達成できなかった分を SDGs

の中で取り上げている。また、環境は無視できな

くなっていることもあり、リオの環境関係の問題

も入っている。SDGs は幅が広い。法的な拘束力

はなく、政治的なコミットメントとなっている。み

んなで一緒にやろうという目標であり、やらなけ

れば罰せられるという類の目標ではない。

「誰一人取り残さない」。社会的弱者に配慮しな

がら、今の社会をどう変えていくのか。今のまま

行ったら人類にとって次の世代に地球を残せるの

かという危機感もあり、社会を変革する方向を提

案している。包括的で総花的であるため、各国が

実施のために、優先順位をつけていることが多い。

SDGs の第３目標は保健医療。例えば、ガーナ

政府は誰でも医療を受けられるように、村レベルに

ヘルスポストを作った（日本の保健所よりも小さい

規模のもの）。看護師が 24 時間常駐している。Ｓ

ＤＧｓの第４目標は教育。ベトナムの少数民族（ヌ

ン族）の話。それぞれの村に 1 － 2 年生用の分校

を作っている。3 年生からは町の本校に行く。毎

日町に通えないため学校の隣に寮がある。週末だ

け親元に帰る。教育が重要という認識が無ければ

このような事はしない。べトナム政府が費用負担

している背景には、自国民であるヌン族もベトナ

ム語を話せるようになってほしい、また、全員が

将来しっかりした社会人になってほしいという思

いがあると聞く。第５目標は、ジェンダーの平等。

ベトナムの山岳民族の女性も携帯電話を持ってお

り、ポケットがない服のため、編んでいる髪の毛の

中に携帯を入れている。彼女たちは、月に 1 回お

金を貯めている。家族の誰かが病気になったとき、

自分でためたお金の 3 倍まで借りることが出来る

銀行のようなシステムがある。環境に関しても、タ
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イの山岳民族の人たちに、NGO の人たちがタンク

を配っている。草の根レベルで、様々な生活改善

を行っている。エネルギーの問題はMDGsには入っ

ていなかった。ただ単に貧しい人を助けようという

ことだけでなく、雇用も大切である。SDGs 第 10

目標には、高齢者というコンセプトが入ってきた。

開発に高齢者という視点は今までなかった。範囲

がすごく広いということを理解してほしい。

日本はどう対応しているのか？　SDGs 推進本

部が出来、８つの優先事項をまとめている。一方、

日本は７つの目標達成度合いが低いと評価されて

いる。SDG1 貧困（6 人に 1 人が貧困）、SDG5

ジェンダー（ジェンダーギャップは 111 位 /145

か国、日本の女性の地位が低いのは①女性政治家

が少ない、②企業のトップレベルの女性が少ない）、

SDG ７エネルギー（福島の原発問題）の他、SDG

１３、SDG １４、SDG １５、SDG １７。

これからの実施を見ると、課題は大きく３点。

①資金　SDGs 達成に必要なお金が集まるのか、

②ビジネス・私企業の関与（先進国から途上国へ

のお金の流れの中で 1 番多いのが企業の投資で

SDGs 達成には不可欠。2 番目は仕送り、3 番目

が ODA となっている）。開発と企業との関係性を

どのように確保するか、企業の役割が期待されて

いる。そして、③モニタリングと評価である。

SDGs とは何なのか？　開発というと途上国の

話と思われがちだが、SDGs は先進国も途上国も

関わるもので、当然のことながら、日本も含まれ

ている。それぞれの先進国も課題を抱えている。

環境の問題などは、国境で区切ることが出来ない。

グローバルに考えなければならない。グローバル

な社会に生きるには、多様性を認め、誰もが公平に、

協力と調整が求められると思う。

質疑応答質疑応答

Q：様々な問題がある中で、なぜこれをやらないのかが疑問である。Q：様々な問題がある中で、なぜこれをやらないのかが疑問である。

A：いま日本の社会は様々な社会問題を抱えている。少子高齢化、セーフティネット、教育の質の担保。

SDGs があるかないか関係なく、考えなければならない課題である。他の先進国と比べると妊産婦死亡

率は低くなく、2 件続けて妊婦が亡くなった例がある。両方ともたらい回しにされた結果だと言われた。

しかし、本当の問題は産前健診に 1 度も行っていなかった。つまり貧困であった。この事例を教訓に、

費用を事後精算ではなく、母子手帳を渡す際に妊婦健診の無料券・バウチャーを提供することに変更さ

れた。

Q：なぜ 2030 年と期限を区切っているのか？その期間では達成できないのではないかと感じた。Q：なぜ 2030 年と期限を区切っているのか？その期間では達成できないのではないかと感じた。

A：ミレニアム開発目標（MDG ｓ）は 2000 年～ 2015 年であったため、深い理由なく 15 年間となっ

ている。17 は大きな目標なので 15 年で達成できないのは見えている。積み残していることを認識す

ることが重要。ただ MDGs の成果としては、初等教育の普及がほぼどの国でも達成できたこと。今後

は入学ではなく小学校卒業できるかを見ていくことや参加型の授業かどうかなどの確認が必要。
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Living Together with 
SDGs

(

Piko Taro MoFA 17 July 2017

Living Together

Overview (

United Nations
Established in 1945 with 51 countries
193 Member States 2018 1
6 Official Languages
- Arabic, Chinese, English, French, Russian, Spanish

UN FlagNew York - Headquarter

Peace Development

Main Bodies of the UN(
Economic and Social Council

ECOSOC
Economic and Social Council

ECOSOC

General AssemblyGeneral Assembly

SecretariatSecretariat

Security CouncilSecurity Council

International Court of 
Justice

International Court of 
Justice

Human Rights CouncilHuman Rights Council

Living Together
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Equity Poverty reduction
Gap between poor and rich
Gender
Unfinished agenda

Human rights Rights for health
Rights for environment

Results Indicators
Global partnership

Lessons learned in MDGs Rights-Based Approach

1970s Based on Socio/Economic Development Approach

1990s Based on Human Rights Approach
• Human Rights of Women

The 4th World Conference on Woman in Beijing (1995) : the 
Declaration and Platform for Action

• No individual and no nation must be denied the opportunity to benefit 
from development. The equal rights and opportunities of women and 
men must be assured. United Nations Millennium Declaration, 2000

Results-Based Approach

Background: 

New style of public management
Search for better systems for public management 

Development Principle: Equity(

Source: Millennium Development Goals Report 2010

Inequalities in care during pregnancy

Source: UN, 2015: Post-2015 Sustainable Development 
Agenda

MDG +20
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a) Developing vs developed (
Common but differentiated responsibilities

b) Treaty in climate change and  
environment areas (legally bound)
vs

SDGs (Political goals )

SDGs( ) 
? SDGs’ Characteristic 1 

Ps

1. People 
2. Prosperity
3. Planet 
4. Peace 
5. Partnership

SDGs’ Characteristic 2

•
Universal goals

• Leave No One Behind

Transforming our 
World)

SDGs’ Characteristic 3

-Comprehensive and  
Inclusion

17 goals -> 169 targets -> 230 indicators
17 SDGs
17 169 230

IAEG-SDG

1.1.  2030 1 1.25

1.2.  2030

1.5. 

( http://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000101402.pdf

2

2.1. 2030

2.2. 5
2025 2030

2.5.
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19

3

3.1. 2030 10
70

3.2. 1,000
12 5

1,000 25
2030 5

3.9

21

4

4.1. 2030

4.2. 2030

4.7

23

5

5.1. 

5.2. 

5.6
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25

6

6.1. 2030

6.2. 2030

6.6.

27

7

7.1. 2030

7.2. 2030 

7.3.

8

8.1. 
7%

8.2. 

8.10. 

9

9.1. 

9.2. 2030 
GDP 

9.5.



-11-

31

0

10.1. 2030 40%

10.2. 2030 

10.7. 

1

11.1. 2030 

11.2. 2030 

11.7.

2

12.1. 
10 10YFP

12.2. 2030 

12.8.

3

13.1. 

13.2. 

13.3.

4

14.1. 2025 
24 

14.2. 2020 

14.7.



-12-

5

15.1. 2020 

15.2. 2020 

15.9.

6

16.1. 

16.2. 

16.10.

7

17.1. 

17.2. ODA GNI 0.7%
ODA GNI 0.15

0.20%
ODA 

ODA GNI 
0.20% ODA 

17.19.

2015 9

• 8 priority areas • Concrete examples

100

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdg
s/dai2/siryou2.pdf

Issues in Japan
(

•
( )

(
)
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Japanese VNR Voluntary National Review)
SDGs

High Level Political Forum
2017 7 17

Civil Society’s activities at HLPF

Further Global Issues on SDGs
SDGs

resources
SDG

business sector
SDG

monitoring and
evaluation Plan International ©

800

47



-14-

49 50

Brown L, 2010

Living in a Global Society

1 Diversity (
2 Equality and equity
3 Cooperation and Coordination

Acknowledge that you are one of the global citizen
Remain  concerned with issues in international 
development
Networking
“The opposite of love is not hate, it’s indifference”
- Mother Teresa

Source:
WHO

UNFPA
Japanese women’s group against FGM

UN Population Division
US Census Bureau

MoFA

kikegami@nagasaki-u.ac.jp
Kiyoko.ikegami@plan-international.jp
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SDGs については日本国内で一般の方に聞くと、

まだ認知度が低いのが現状。SDGs の特徴は、日

本を含む世界共通の目標であること。もう１つは

貧困、保健、飢餓といった社会的な課題に加え経

済の問題、環境の問題を包括的にカバーしている

こと。SDGs には作る責任、使う責任といったゴー

ルも掲げられており、地球環境にネガティブな影響

を与えるモノは作らない、それを消費しないといっ

た取組も求められている。SDGs で設定されたゴー

ル・ターゲットは野心的なレベルであり、政府、企

業、大学・研究機関、市民社会などあらゆるアクター

が協力して取り組まなければ達成できない。そし

て、SDGs の推進では、「誰一人取り残さないこと」

を重視している。

非政府の国際研究機関（SDSN）が SDGs の各

国の達成状況を毎年報告しており、日本は G20 の

中で 11 番目とランク付けされており、決して取り

組みが進んでいるわけではない。開発途上国でも

意識高く取り組んでいる政府が大多数とは言えな

い現状にある。

開発途上国への資金フローについて 80 年代ま

では ODA の占める割合は相対的に大きかったが、

90 年代に入ってくると民間資金の割合が増大し

た。SDGs では、民間からの資金をいかに開発に

向けるかというのが大きなテーマとなっている。

大企業の経営層（大手）には浸透し、経営戦略へ

SDGs を取り込もうとしている企業も増えてきて

いる。

日本国内も去年あたりから SDGs を巡る様々な

動きが起きており、SDGs と親和性が高い ESG 投

資の拡がりがその一つ。ESG 投資とは企業の非財

務情報を評価するもので、企業の社会的価値を重

視する投資であると言える。経団連は、SDGs と

Society5.0 を柱とした企業行動憲章へと改定も

行った。SDGs の野心的なゴール・ターゲットを

達成するためにはイノベーションが必要とされて

いる。昨年12月、JICAは、日経新聞とイノベーショ

ンフォーラムを共催した。同フォーラムでは、日

本は開発途上国が将来直面する高齢化社会といっ

た課題にすでに直面し対処しようとしている課題

先進国と言われており、そういった取組の経験を

共有してほしいといったニーズが開発途上国側に

あるという話も出ていた。

JICA の取組方針JICA の取組方針

JICA のミッションは、開発協力大綱の下、人間

の安全保障と質の高い成長を実現すること。人間

の安全保障とは、すべての人が生涯にわたって安

心して安全に暮らしていくことを確保するための

考え方・アプローチであり、「誰一人取り残さない」

を理念とする SDGs との親和性も高い。JICA は、

そのミッションのもとで SDGs の取組方針を策定

し、３つ柱を掲げている。1 点目は、人間の安全

保障の実現を通じて SDGs にも積極的に貢献する

こと。２点目は、日本の経験や知見を活かせる保健、

教育、インフラ整備など 10 のゴールで中心的役割

を果たすこと。３点目は、社会を変革するイノベー

ションを推進すべくあらゆる関係機関との連携を

強化すること。

JICA の取組事例JICA の取組事例

「母子手帳」（SDG ゴール 3 等への貢献）

インドネシアへの協力からスタートしたが、日

本の母子手帳をそのまま移転するのではなく、イ

事例報告 1　「持続可能な開発目標と JICA の取り組み」

久保倉　健氏　　独立行政法人国際協力機構（JICA）企画部国際援助協調企画室　企画役
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ンドネシアの人が使いやすい手帳をインドネシア

の人たちに作ってもらうことを心がけた。その後、

パレスチナでも同様の協力を行い、これまでに 25

カ国で協力を展開してきた。母子手帳は、現在世

界 40 カ国、年間約８００万冊発行されていると言

われる。パレスチナではスマホ版も普及中である。

シリア難民のかばんを見せてもらうと、少ない荷

物の中に母子手帳が入っていたことが確認された。

母子手帳は、お母さんと子どもをつなぐ、家族、病

院、行政、母子保健を取り巻くあらゆるアクター

をつなぐツールとして機能するもの。

「インドのメトロ建設」（SDG ゴール９等への貢献）

インドの大都市の交通渋滞、環境悪化は深刻な

問題。JICA は、有償資金協力でデリー等の公共交

通システムの整備を支援した。施工時には、日本式

の安全な労働環境に基づいて労働者は作業し、日

本のメトロと同様に、高齢者、障害者、女性、子

どもに配慮された地下鉄の車両、駅構内の設計が

なされた。

その他事例　その他事例　

アフリカの都市のごみ問題解決のために地方自

治体や環境省、国連機関との連携で「アフリカの

きれいな街プラットフォーム」の設立、企業の ICT

技術を活用したスリランカ BOP 層の子どもたち

を対象とした e ラーニング教育事業など、様々な

関係機関とのパートナーシップで事業を展開して

いる。SDGs はそれぞれのセクターが出来るとこ

ろから始めていくことも大事だと思う。国際協力

の国内イベント「グローバルフェスタ」は、近年

SDGs をメインテーマとしているが、同イベント

で SDGs と日本の未来について話しながら SDGs

のロゴをネイルに塗る女子高生グループの活動を

知り、感銘を覚えた。

質疑応答質疑応答

Q：女児の結婚といった問題は、SDGs に入っているのか。Q：女児の結婚といった問題は、SDGs に入っているのか。

A：ジェンダー平等を目指す SDG ゴール 5 に設定されておりターゲットに入っている。

Q：開発途上国への企業進出に関し、中国など新興国の企業は、SDGs を理解して進出してきているQ：開発途上国への企業進出に関し、中国など新興国の企業は、SDGs を理解して進出してきている

のか、企業の経済的利益を重視して入ってきているのか。のか、企業の経済的利益を重視して入ってきているのか。

A：開発途上国において一部の新興国企業のビジネス活動に対し批判があることを承知しているが、

SDGs との親和性の高い ESG 投資が拡がる中、新興国企業の経営者もビジネスを持続させていくた

めには、SDGs を意識したビジネス展開をやっていかざるを得ないし、いずれそういう新興国企業が

増えてくると思われる。
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http://sdgindex.org/
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http://www.huffingtonpost.jp/2015/09/08/syrian
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本報告では、SDGs 達成に向けた市民参加とそ

の課題として、カンボジアの開発を市民社会の立場

から考え、今後の課題について日本が何をすべき

かについて考える。背景として、新冷戦構造、地

域紛争の拡大、G7 に代わる新興国や G20 など変

化する国際社会の急激な変化そして、貧困や難民、

グローバリゼーション等地球的な課題があげられ

る。

続いてカンボジアの政治経済の現状を紹介した

い。フンセン政権の権威主義体制の下開発国家を

目指し 2000 年以降高い経済成長を遂げでいるが、

フンセン政権の長期化と独裁化による選挙監視活

動の妨害、民主化運動や市民社会への抑圧・弾圧・

規制が行われている。国民総所得には大きな差が

あり、プノンペン市内は急速に都市化しているが

公共交通機関が少ない問題もある。MDGs におい

ては、極端な貧困と飢餓の撲滅はほぼ達成したが、

特に子どもと女性の栄養状態の一層の改善はプラ

イオリティが高い。農村部の貧困ラインは高い。

日本の支援として、政府レベルでは 1960 年代

より累積ベースでカンボジアのトップパートナー

として復興から開発までのきめ細かい支援を行っ

てきた。2030 年までに高中所得国入りの実現に

向けた経済社会基盤の更なる強化を支援している。

カンボジアの農村部は格差、貧困が問題となっ

ている。経済のグローバル化による危機、農業の

安全の危機、人間の安全保障の危機の 3 つが絡み

合う新しい貧困、危機が進んでいる。その問題解

決のために、日本の NGO、日本国際ボランティア

センター（JVC）はカンボジアの課題解決のため

過去３０年以上に渡って活動してきた。復興のた

めの緊急支援・人道支援から長期的な農村開発支

援へとシフトし現在に至る。日本の NGO は 32 団

体活動している。具体的にはシェムリアップ県で、

生態系に配慮した農業技術を農家に伝え農家がそ

れを実践し、生計状態を改善できること、地域住民

が地域の自然資源を自らの手で守り自然と調和の

取れた暮らしができるようにすることである。支援

先農家に対する調査結果によると、概ね農民は満

足しているという良好な結果が得られたことから、

ニーズに合った支援が行われ効果を挙げているこ

とがわかった。JVC の SDGs については、ゴール

１、ゴール２、ゴール６、ゴール１３、ゴール１６

がターゲットになる。

その他のカンボジアにおける SDGs について、

今後の課題としては、カンボジアのフンセン独裁

体制の長期化による野党、マスコミ、選挙監視活動、

市民社会への弾圧や、NGO 事務所の閉鎖と追い出

しなどの民主化、人権問題と、新興ドナーによる開

発インフラ競争の激化が挙げられる。フンセン独

裁体制については、欧米諸国、日本政府、国際機

関、EU などによる政府への圧力強化、NGO によ

る継続的な政策提言・選挙監視活動が必要である。

NGO が政府や自治体と住民運動との間の連絡窓口

となって交渉、再定住地域の住民の受け入れの成功

例などもあり NGO の活動が一定のセーフティネッ

トの役割を担っている。

SDGs は最後の砦になるのではないか。SDGs

事例報告 2　「SDGs 達成に向けた市民参加とその課題

―カンボジアの開発と日本―市民社会の立場から」

重田　康博氏　　宇都宮大学国際学部　教授 /

　　　　　　　　国際学部多文化公共圏センター　副センター長 /JANIC 政策アドバイザー
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の動きとあわせて、NGO や市民社会が各国政府

に SDGs を順守するよう働きかけること、ゴール

10、ゴール 16 は特に大事である。

全体への質疑応答全体への質疑応答

Q：日本国内で外国から入ってきた人と関わるうえでのアドバイスをいただきたい。Q：日本国内で外国から入ってきた人と関わるうえでのアドバイスをいただきたい。

重田：税金の使われ方（ODA）、在日外国人がどうかかわっていくのか、共生社会をどうつくっていくの

かという観点からケアも必要だと思う。

久保倉：SDGs は今取り組んでいる方針や戦略を SDGs に照らし合わせて点検するというツールにな

る。足りないところが分かってくる良いツール。学校教育でも SDG ｓのことが学ばれている。

SDGs の中にいろいろな視点が入っている。

池上：久保倉さんが紹介した ESG 投資についてコメントしたい。資金を回すことと、企業のチェックを

私たちがどうできるのか、という点に尽きる。税金だからこそ明らかにしてほしいというリクエス

トもできる。一企業がやっていることに対し要求できるのか。しかし、企業をまきこまないと開発

は進まない。市民社会、国連が関与していく必要がある。

池上：重田さんの事例について。SDGs とカンボジア政府としての大きな枠組みが違った際に整合性をど

うやって取っていくのかは今後の課題である。具体的にどうすればいいのかということはない。日

本に難民申請をしている人の審査をしているが、日本をマーケットとしてみて、稼いで仕送りした

い人も申請してくることもある。日本でも労働のビザを広げる必要があるのかもしれない。
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GLOBAL NOTE IMF http://www.globalnote.jp/post-1339.html/  16 Oct.2015.
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Ministry of Economic and Finance of Cambodia, http://www.mef.gov.kh/ 16 Oct.2015.

MDGs
Annual Progress Report
Achieving MDGs Report on the Status in 2013
Ministry of Planning
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分科会　２

●テ　ー　マ　　生活者としての外国人が考える多文化共生社会とは

現在東京には約 51 万人の外国人が暮らしており、その民族・宗教・文化的背景は非

常に多岐にわたります。彼らは文化や習慣の違いによって生じる困難だけではなく、

日本人と同じように、それぞれのライフステージに応じた問題に直面しています。

この分科会では、長谷部美佳氏をコーディネーターにお迎えし、多文化共生の現状に

ついて基調講演をいただきます。また、出身国や年齢の異なる 3 名のパネリストの方々

に、日本での生活の様子、地域活動や困りごとなど、それぞれの実体験に基づいたお

話を伺います。

生活者としての外国人自身が考える「多文化共生」とは、いったいどのようなものな

のでしょうか。会場の皆さまと共に議論を深め、今後の展望を探ります。

●基 調 講 演　　「多文化共生の現状—日本人と外国人ともに進める多文化共生とは？」

　コーディネーター

　　　　　　　　長谷部　美佳氏　東京外国語大学　世界言語社会教育センター　特任講師

●パネリスト　　

①　日本での生活全般・地域での活動など　

アレクサンドラ・シュワルツ氏（ドイツ出身：八王子市在住）

②　日本での生活全般・子育て（幼稚園・一時保育）など

吉田・ウィディア氏（インドネシア出身：川崎市在住）

③　日本での留学生活や起業に至った経験など

ブランドン・スミス氏（アメリカ出身：港区在住）

●参 加 者 数　　４９名

コーディネーターによる基調講演

「多文化共生の現状―日本人と外国人ともに進める多文化共生とは？」

長谷部　美佳氏　　東京外国語大学　世界言語社会教育センター　特任講師

まずは、日本にいる外国人の現状と、外国につ

ながる若い人たちが抱えている問題についてお話

ししたい。後半のパネルディスカッションでは、パ

ネリストの事例をもとに、日本人の側が発想を少し

転換した方が良いと思うところ、私たちができるこ

と、地域の役割についても考えていきたいと思う。

　皆さんは「多文化共生」という言葉を聞いた

ことはあるだろうか。また、日本にどのくらいの
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外国人がいるかご存知だろうか。法務省が出して

いる「在留外国人統計」のグラフを見てみると（「出

入国管理白書」より抜粋）、昭和 30 年当時は 50

万人ほどだった外国人が、約 60 年の間に約４倍に

増えたことがわかる。2016 年末時点における外

国人の数は 247 万人で、これは政令指定都市一つ

分の人口に相当する数字である。10 年前と比べる

と 1.14% 増加している。20 年前と比べると 1.8

倍までになり、100 万人以上が増えている。平成

2 年に入国管理法が改正され、多くの日系ブラジル

人が来日したことがターニングポイントとなった。

それ以来、外国人の数は増加し、今では国の総人

口のうち外国人が占める割合が 1.88% になるまで

に伸びている。この 10 年間だけでも、急激に増

えていることがわかる。2008 年まで増加傾向に

あったのが、リーマンショックが起きた 2009 年

は減少、そして東日本大震災の影響により 2011 −

2012 年には底を打ったが、それ以降は右肩上が

りで年々増加している。2017 年６月時点で 247

万人もの外国人が日本に在留しており、観光や親族

訪問を目的とした短期滞在者まで含めると、300

万人を超える外国人が日本に住んでいることにな

る。

「在留資格」とは、「どういう目的で日本に滞在

することを認められているのか」ということを指

す。表の上の方にあるのが、いわゆる「働くため

の資格」である。真ん中のあたりには、今話題になっ

ている「技能実習」、その次に「留学」がある。下

の方には「永住者」、「日本人の配偶者」、「永住者の

配偶者」、「定住者」、「特別永住者」が続き、日本に

長期的に住む可能性があると言われている人たち

である。ニュースなどでは観光客や留学生の多さ

が話題になる。しかし、現実的には、日本に住ん

でいる全外国人の約６割（140 万人）は日本に今

後も長期的に住む人たちなのである。「留学」の在

留資格を持つ人たちが約 30 万人いることにも注

目したい。彼らは勉強するために来日しているが、

そのうちの約１〜２割は日本で就職しているのが

現状であり、今後も日本に住み続ける人たちである

と言える。安倍首相は、「外国人は帰国する人たち」

であることを前提として考えているため、移民政

策をとっていない。しかし、今後はさらに留学生

が 30 万人、技能実習生が 20 万人と増えていくこ

とが予想される。「外国人は帰国しない可能性が高

い」ということを、皆さんにはぜひ覚えていただ

きたい。「特別永住者」は、いわゆる戦前から日本

にいる「在日コリアン」と言われる方たちである。

彼らの多くは、親だけでなく祖父母も日本に住ん

でいるため、一番日本に近い存在だと言える。そ

の中でも年間で相当数の人が帰化申請をして日本

国籍を取得し、その数は 50 万人近くに達している。

そのような「外国にルーツを持つ人たち」の存在は、

外国人を対象とした統計には数字として現れてこ

ないが、実際には、相当数の人たちが長期的に日

本に住んでいるのが現状である。

年齢別に数字を見ると、在留外国人のうち義務

教育年齢の人は20万人、未成年者は32万人となっ

ている。日本国籍を持つ子ども（国際結婚をした

両親を持つ子どもなど）は、この数には含まれて

いない。日本人と合わせた全体数のうち外国人が

占める割合を見ると、義務教育年齢では１％、未

成年では 1.4％となっているが、20 代では 5. ７%、

30 代では 3.5% となっており、この世代が占める

ボリュームは極めて大きいと言える。若い世代の

日本人が減少している一方で、同世代の外国人が

増加しているという現状を考えると、若い外国人

を積極的に日本社会に参画させ、活躍してもらう

方が良いのではないだろうか。都道府県別の在留外

国人数は東京都がダントツの１位であり、在留外

国人の約 4 分の 1 が東京に住んでいることになる。

都心のコンビニでは、日本人の店員を見かけること

の方が少ない。このように、私たちの生活の中でも、

在留外国人の増加を実感する場面は増えてきてい

る。１月１０日号のジャパンタイムズは「東京都

では新成人のうち、8 人に 1 人が外国籍」と報じ

た。これらはあくまでも外国籍を有する新成人の

数であり、外国にルーツを持つ人の数も合わせる

と、その数はもっと大きくなることが予想される。

同記事には、新宿区、豊島区、中野区、荒川区では、

新成人の 4 人に１人が外国人であることを示す数

字も出ている。

では、若い世代の外国人たちは、実際にどのよ



-32-

うな状況に置かれているのだろうか。文部科学省

が出した統計によると、日本語で教育を受けるこ

とに困難を抱えていて、日本語指導が必要な外国

籍の児童生徒数は、平成 18 年の 2 万 2,000 人か

ら、この 10 年間で 3 万 4,000 人にまで増加して

いる。 その多くは小学校だが、中学校にも 8,700

人ほどいる。彼らは親と一緒に来日し、そのまま日

本の学校に入ったけれど、授業では先生が何を言っ

ているのか全然わかっていないのである。さらに、

文部科学省は、日本語指導が必要な日本国籍の児童

生徒数も調べていて、その数は平成 18 年の 3,800

人から、この 10 年間で２倍以上に増えている。例

えば、国際結婚の両親が離婚してしまい、日本語

の習得が十分でない外国籍のお母さん側に引き取

られた子どもの場合には、家庭内での会話が日本

語ではないために、子どもが日本語を理解できな

いという状況に陥ってしまう。

これらを合算すると、日本語がわからないで日

本語の授業を受けている子どもは、全国で 4 万人

近くもいることになる。また、高校通学率のデータ

を見ると、日本人の場合、15 歳の時点では 98％、

18 歳の時点でも８割は通学している。その一方で、

日系ブラジル人の場合は、15 歳の時点でも７割に

届かず、入学する時点で既に困難があり、高校に

進学できない状況にあると言える。18 歳になると、

通学率が男子は 16%、女子は 11％にまで落ち込

み、高校に入学しても、卒業する人の数は非常に

少ない。日本人の９割が高校を卒業している社会

の中で、高校を卒業しないということがどのよう

なハンディキャップを持つことになるのかは、そ

れほど推測に難くない。

このような状況に対し、私たちは何を考えれば

良いのか。困難を抱えながらも、それを乗り越えて

進学をしている子どもたちも増えてきている。私

が関わっている外国人支援団体では、外国につな

がる若者たちが、地域でもっと活躍できるように

するための活動を行っている。高齢化率が６割を

超える団地では、地震の時にエレベーターが止まっ

てしまい、身動きが取れなくなってしまった住民も

いた。このような時に若い彼らは力を発揮できる。

転倒した物の下敷きになった人を助けるために、消

防の方に機材の使用方法をデモンストレーション

してもらった。また、地域で働いている人や、自

分のバックグラウンドをつなげてグローバル企業

を目指す人もいる。外国につながる子どもたちは、

将来社会で活躍できる人材になっていく存在であ

る。そのためにも助けが必要なのである。アメリ

カの社会学者アレハンドロ・ポルテスは自身も移

民であり、ラテンアメリカ出身の社会学者として

初めてアメリカ社会学会の会長を務めた。彼は移

民の社会適応に影響を与えるものとして、次の３

つを重要視している。１番目は、年齢や学歴、ス

キルなど、その人が持っている「人的資本」である。

例えば、英語を話せればアメリカ社会に馴染みや

すいと言える。２番目には、移民政策や移民コミュ

ニティのあり方と共に、とりわけ重要なものとし

て「ホスト社会の人々の態度」を挙げている。そ

して３番目は「移民の家族構成」である。彼は特

に２番目の「社会的環境」が、移民の社会経済的

成功を収めるうえでの影響が大きいと言っている。

パネリストの方々も、日本における「居場所」や

「つながり」の重要性について話してくださると思

うが、これからも日本で暮らしていく外国人が社

会に定着し、能力を発揮する（＝日本社会に「包摂」

される）ためには、社会で認められているという認

識こそが必要不可欠である。私たちの心持ちがあ

れば、それがたとえ小さなことであったとしても、

彼らが活躍する人材となる上で必要となる環境が

作られていくのではないかと思う。
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パネリストによる事例紹介

（１）アレクサンドラ・シュワルツ氏（ドイツ出身：八王子市在住）

日本にいる外国人は様々な国から来ているが、

国が違えばバックグラウンドも異なる。アジアの

国々、例えば今の中国と日本の文化には異なる点が

たくさんあるが、歴史を遡ってみると、同じ文化

や習慣もあることがわかる。ヨーロッパから見る

と、どちらの文化も非常に似ているように見える。

日本にはアジア人以外にも、アフリカ人、南米人、

欧米人などもいるが、それぞれ違った文化、宗教、

歴史があり、食べ物や習慣も大きく異なる。

また、来日する目的も様々である。結婚のため

に来日した場合、生活の中心は結婚した相手に向

かっている。日本で仕事を探している人たちは、日

本という国自体にはさほど興味はないかもしれな

いが、仕事を通じて初めて「日本と出会う」ことも

ある。日本で就職するということは、「私がこの国

でできることがある」ということである。専門家と

して日本に来る人もいる。他にも様々な目的を持っ

た外国人が来日している。

私自身は大学で東洋史と地理学を学び、留学生

として 28 年前の３月３日に来日した。その前に台

湾、中国、イギリスにも留学したが、日本での留学

生活は、それらとは大分異なり、私の生活にとても

大きな転機をもたらした。一度ドイツに帰国した

後で、留学先の大学から日本で就職しないかとい

うオファーがあった。就職はドイツでするものだ

と思っていたので、最初その話には抵抗があった。

しかし、在学中に先生としての体験をさせてもらっ

ていたことが、オファーを受け入れる大きなきっ

かけとなった。教えることはとても楽しい経験で、

それまで自分で学んできたこととは全然違うこと

だった。日本は「私を必要としている場所」であり、

最終的には「とりあえず４年間行きます」と引き

受けた。それ以来、日本の大学で非常勤講師とし

てドイツ語とドイツの文化を教えている。

　来日して 10 年経った頃に結婚し、生まれた

３人の子どもは、それぞれ 13 歳、19 歳、21 歳

になった。PTA にも参加し、小学校では 2 年連続

で委員長を務めた。結構大変な思いもしたが、自分

のものとして得られた部分も大きかった。中学校、

高校でも PTA を続けながら、並行して ALT の先

生として指導もした。最初は「英語を教えてほしい」

と言われた。顔は英語圏の人と似ているかもしれ

ないが、私はドイツ人なので英語や英語圏の文化

は教えられない。その後校長先生から、それが国

際理解の授業であることを説明され、それなら私

にもできると思い、引き受けることにした。以来、

昨年までの 10 数年にわたり、ALT として授業に

携わってきた。

私は家で子どもにドイツ語で読み聞かせをして

いた。学校でも読み聞かせの時間はあったが、そ

れはあくまでも日本語によるものであった。ある

時子どもに「ママも読み聞かせをやってみたら？」

と言われた。どんなに読みつかえても、子どもはマ

マが読んでくれるのが一番嬉しい。それ以来、読

み聞かせの活動もずっと続けてきた。私は東洋史

が専門ということもあって、主に漢字で文章理解

をしている。ひらがなは文の区切りがわかりにく

いのでとても苦労した。

今になって考えれば、自分で「居場所」を見つ

けてきたのだと思うが、それは決して簡単なことで

はなかった。PTA の活動は楽しかったが、苦労し

たことも多かった。子どもの転校を３回経験した

が、学校によって PTA 活動の枠組みが異なり、決

められたこと以外のことはやってはいけないと言
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われたこともあった。私は凝り固まったことはで

きないので、それを乗り越えるために委員長をやっ

た。委員長になれば自分でアイデアを出せるから

だ。

また、自分を「役」で見られることも多かった。「大

学の先生」、「母」、「女性」として世間から捉えられ

ることには大きな抵抗感があった。自分の立場や動

きを「役」で決められたくないと思った。日本に

長期間滞在するためには、私にしかできないこと、

私が必要とされていること、そして「役」ではなく

「ひとりの人間」として認められていることがとて

も必要である。

私の居場所は、まずは家族であり、次に大学で

ある。大学には様々な国籍の人がいるが、自分が

学んだ言語を使って彼らと喋っている。多摩地域

に住んで 29 年が経つ。地元の人たち以上に地域

のことには詳しいし、道案内もできる。これは私

の誇りでもある。「八王子子ども劇場」には子ども

が生まれる前から携わっていた。全国にも同じよ

うな活動があるが、「八王子子ども劇場」の活動は

少し変わっていて、NPO になってからは、自分の

やりたいことを実現させられるようになった。キャ

ンプ、うどん作り、大根の収穫や調理など、子ども

たちといろいろなことをやっている。これも私の

「居場所」の一つだ。多文化社会に必要なのは、相

手の個人的な部分を見ることである。「外国人がい

る」ではなく、「人がいる」と言われるようになれ

ば良いと思う。また、それぞれのできることもちゃ

んと見つめてほしい。日本人だからといって、皆

が尺八を吹けるわけではないのと同じで、ドイツ

人だから掃除が上手だろうと思われるのは勘弁だ。

差別はしないでほしい。「何でもできる人」はいな

いし、「何もできない人」もいないのである。これ

はどんな国でも同じだと思う。日本人は割と器用だ

と言われているが、中には器用じゃない人もいる。

あまりレッテルを貼らないようにしてほしい。

そして、他文化に対する興味を失わないことが

とても大切だ。今、外国人の流入に対して冷たい

風が吹いている。彼らがどこから来たのかという

ことにも興味が持てないというのは、殺風景でさ

みしいことである。多様性はこの地球の基であり、

なくてはならないものだと思う。そのためには異

文化を理解することがとても大切である。「異文化」

が「多文化」に変わるためにも、好奇心だけは失

わないでほしい。 
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（２）吉田・ウィディア氏（インドネシア出身：川崎市在住）

私はインドネシアの首都ジャカルタの出身で、

ジャカルタから飛行機で２時間、さらに車で２時

間のところにあるジェバラという町で、住友商事

の発電所プロジェクトに土木建築エンジニアとし

て携わっていた。同じ職場で働いていた日本人の

機械エンジニアと出会い、13 年前に結婚した。現

在は主人と 8 歳と 5 歳の男の子と川崎に住んでお

り、一昨年から働き始めた。日本に来て 9 年ほど

になるが、その間にインドネシアと日本の文化の

違いも少しずつ見えてきた。

皆さんは海外旅行に行く時、どのような気持ち

になるだろうか。たぶん皆ワクワクした気持ちにな

るのではないか。海外に行った最初の２週間くらい

は楽しいけれど、それが１ヶ月ぐらいになると少

しずつ不安が出てくる。私も同じで、日本に来た

当初はワクワクしていたが、言葉のバリアもあり、

少しずつ不安を感じるようになった。主婦として、

生活全般や子育ての中で見えてきた文化の違いに

ついてお伝えしたいと思う。

インドネシアでは、普通の家庭でもお手伝いさ

ん、コック、ベビーシッター、運転手を雇っている。

しかし、日本では普通の家庭にはお手伝いさんな

どはあまりいない。私の場合も、生まれてから 10

歳まではベビーシッター、お手伝いさんが一緒に住

んでいて、いろいろなことを手伝ってもらってい

た。日本では子どもの面倒も家事も全て一人でや

らなければならず、ストレスで体調を崩してしまっ

たこともあった。日本のお母さんは家のことも子

どものことも全てやっていて本当にすごい。日本

のお父さんたちには、もう少し家の中でお母さん

のことを助けてあげてほしいと思う。勤務時間が

短い日にはすぐに家に帰ったり、子どもと一緒に

遊んでくれたりすれば、お母さんたちもすごく助

かるのではないか。

　親から子どもへの愛情表現も大きく異なる。

インドネシアでは、人前であっても子どもにハグ

やキスをしたり、「大好きだよ」と言ったりする。

しかし、日本では人前でそのようなことはしない。

その代わり、一緒に寝たり、お風呂に入ったりす

るなど、家の中ではスキンシップをたっぷり取っ

ている家庭が多いようだ。バランスが取れていて

とても良いと思う。

インドネシア人はフレンドリーで明るい人が多

く、初対面でもいろいろなことや家族のことにつ

いても気軽に話せて、友達を作りやすい。日本人

はシャイでおとなしい性格で、仲良くなるのに少

し時間がかかることが多い。

インドネシアでは、ゴミがポイ捨てされること

もあり、人々が整列することはほとんどない。整

列しても横入りしたりする。日本では皆お行儀が

良くて、ゴミをきちんとゴミ箱に捨てている。き

ちんと整列もするし、横入りもしない。

日本には思いやりの良さがあると思う。インド

ネシアでは、他の人が落とした物を気にする人は

あまりいないし、物はなくなってしまう。日本では、

他の人が落としたものを見つけたら、持ち主が困る

だろうという思いやりの気持ちから、すぐに元の

場所に戻すか、あるいは警察に届けることが多い。

私が実際に思いやりを感じたのは、歯医者や病院に

行った時だ。何かをする前に必ずそのことを教え

てくれるのである。椅子を倒す時、冷風をかける時、

苦い薬を使う時なども事前に教えてくれる。できる

だけ相手に負担をかけないようにする思いやりは、

すごく深いものである。

インドネシアでは個人を重視し、学校内でもラ

ンク付けがある。誰か一人が目立ってもあまり気



-41-

にしない。一方、グループで行動するのが日本の

特徴である。グループの和を乱さないことが求め

られる。

インドネシアにはお返しの文化はあまりない。

何かを人にあげたい時は気楽な気持ちであげ、お

返しのことはあまりしない。日本では、特に冠婚

葬祭の時にお返しをする。毎回お返しをするのは

大変だと思うが、もらうばかりも嫌だというのも、

思いやりの一つだと思う。

インドネシアでは出産後も両親が近くに住んで

いる場合が多く、子育てを助けてもらえるので、安

心して仕事にも行ける。日本では保育園になかな

か入ることができず、お母さんたちが働くのは難

しい。

また、日本の子どもは自立性が高く、保育園や

幼稚園の時から、子どもに自分の身の回りのことを

色々と練習させている。インドネシアでは、小学校

高学年くらいから自分の身の回りのことを少しず

つ練習する。何でもベビーシッターがやってくれ

ていたので、弟の誕生会で撮った写真には、お母

さんではなく、ベビーシッターさんが写っている。

両親と写っている写真はあまりない。

ママ友との付き合い方にも違いがある。イン

ドネシアでは初対面でもリラックスしたコミュニ

ケーションが取れる。カジュアルな雰囲気で話もし

やすく、先輩ママたちにも色々と聞きやすい。日本

の先輩ママ友からは「ママ友はカジュアルとフォー

マルの間の関係がベストだ」とアドバイスをもらっ

た。また、「聞きすぎず、話しすぎず、フレンドリー

すぎないように、安全な距離をキープした方が良

い」とも言われた。最初はそのことがわからず、自

分の素のままで接してしまっていたために、トラ

ブルになってしまったこともあった。

日本では子どもがひとりで学校に通うことにも

びっくりした。インドネシアでは、車、バイク、ス

クールバスのいずれかで通学する。学校が近い場

合でも、小学校高学年までは親かベビーシッター

が毎日必ず一緒に歩いて通学する。日本は通学路

が安全で、ボランティアによるパトロールのシス

テムもあるので、子ども一人で通わせても安心だ。

私の息子の場合は、親は３ヶ月に１回学校に行っ

て、通信表をもらい、個人面談を受けるくらいで、

それ以外にあまり学校へ行く機会はない。インドネ

シアでは、学校でいろいろアクティビティがあり、

親も参加する。

日本の学校の掃除にはとても驚いた。インドネ

シアでは、学校の掃除はクリーニングサービスが

行うので、子どもたちがみんなで学校を綺麗にキー

プするという発想はあまりない。日本では、日頃使

う設備や施設を掃除するという責任が子どもたち

に与えられている。チームワークや助け合いの心、

自分の仕事や他者の仕事をリスペクトする心が育

まれるので、とても良いことだと思う。
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（３）ブランドン・スミス氏（アメリカ出身：港区在住）

私はアメリカのカルフォルニア州サンディエゴ

市の出身で、2014 年に来日した。カルフォルニ

ア州で20年間暮らしたが、州内で10回ほどの引っ

越しを経験している。私たち家族は、引っ越す先が

どのような場所であっても、その土地の文化や社

会に適応し、いつも自分たちを新しくすることが

できた。その経験は日本に来た時にも役に立った。

最初は留学生として、冒険するような感覚で来

日した。日本の文化や言葉をできるだけ全部知りた

い、覚えたいという気持ちでいっぱいだった。ア

メリカの短期大学で 2 年間日本語の勉強をしてい

たが、それでは全然足りなかった。日本ではテン

プル大学（港区南麻布）でアジア研究を専攻し、ア

ジアの歴史、哲学、社会学を総合的に学んだ。テ

ンプル大学を卒業した後は、港区役所やアメリカ

大使館でインターンとして働き、初めて社会人と

しての経験をした。主に在日外国人のための翻訳・

通訳とその他の案内などに従事した。港区には８０

カ国以上の大使館があるが、そこで働く外交官た

ちは公用ビザで来日している。そのため、彼らは

住民登録されておらず、行政による住民サービス

が受けられない場合がある。そのような人たちの

お手伝いもしていた。様々な経験をする中で、日

本人と外国人の橋渡し役として仕事をしたいと考

えるようになり、2 年前に自分で翻訳・通訳会社を

設立した。

異なる文化を持つ人々が、どうやったら共に生

きることができるのか。このテーマについては、私

自身も長い間考えてきた。私は現在 24 歳で、周り

にいる外国人の友人も同じ年代の人が多く、皆最

初は学生として来日した。日本に来てから半年く

らいの間は、何でもキラキラして見えてとても楽し

かった。しかし、日本に住み続けるうちに、日常生

活における不安や困難がだんだんと増えていった。

就職という節目は、生活が一番大きく変わったタ

イミングだった。

よく「どうしたら外国人の友達ができるか」と

いった質問をされるが、まず「外国人」という言葉

やその概念について考えてみたいと思う。「外国人」

は１つのグループだけではなく、その中でもさま

ざまな多様性があるので、まずは「どういう人を

見つけたいのか」ということから考えた方が良い。

外国人の立場から言えば、日本で友達を作るのは

大変なことである。友達を作りたいのに作れない。

言語の壁よりも、文化の壁の方が怖い。友達になる

ためには、お互いが正直になり、相手の文化や考え、

気持ちを知るための努力をすることが大切だ。

私は将来的に日本での永住を希望している。国

に帰るつもりはなく、アメリカに行った時には「日

本に帰る」と言う方が自然である。今の人生は全て

日本にあり、日本が私の居場所になっている。外国

人の若者として、日本に提供したいと思っているこ

ともたくさんある。これからも色々な人と知り合っ

て、共に生きるための社会づくりに協力していき

たいと思っている。
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パネルディスカッションパネルディスカッション

長谷部：皆さんからたくさんの質問をいただいたので、内容別に分けて、パネリストの方々に答えていただ

きたいと思う。私に対する質問については、時間があれば最後にお答えすることにしたい。

（１）外国人と仲良くなるために、日本の私たちはどうしたら良いのか（１）外国人と仲良くなるために、日本の私たちはどうしたら良いのか

スミス：私は学生の時、日本の友達を作りたいとすごく思った。日本人はシャイなので、こちらから誘って

も断られることが多かった。大切なのは「相手との共通点」を探すことだ。ただ「外国人と友達に

なりたい」と言われても、こちらは「なぜ私なの？」と思ってしまう。私はサーフィンがとても好

きなので、友達探しのサイトを通じて、鵠沼海岸で一緒にサーフィンをする日本人の友達を見つけ

た。夏になるとほぼ毎週一緒にサーフィンをするようになり、そこから良い友人関係を築くことが

できた。まずは声をかける勇気を持ち、だんだんと距離を縮めていくと良いのではないか。

吉　田：日本人とは何度話してもなかなか超えられない壁があるが、日本人も外国人も皆同じ人間なのだと

思えば、もう少し心をオープンにできると思う。言葉が多少わからなくても、心と心で話すことが

できれば、何とか通じ合えるはずだ。挨拶する時に目を合わせてくれない人もいるが、もっと明る

く心から「おはようございます」と言えば、相手も話しやすくなるのではないか。

シュワルツ：相手が日本人であっても外国人であっても、区別せずに態度を変えないことが一番大事だと思う。

「外国人だから」と思わないで接するのが一番自然である。東京では人々が密集して暮らしている

ので、日本人でも、隣近所に誰が住んでいるのか、わかっていないことが多い。八王子では皆が声

をかけ合っているので、私も同じように声をかけるようになった。例えば天気のことなど、スモー

ルトークから始めることで、関係に深みが出てくるのではないかと思う。

（２）日本での生活で不安を感じる時、どのようにしてもらいたいか。（２）日本での生活で不安を感じる時、どのようにしてもらいたいか。

シュワルツ：私も同じように不安を感じたことがある。その中でも、情報不足から来る不安はとても大きい。

まず、どこで必要な情報が手に入るのかがわからない。以前はスマホもなかったので、情報を得る

のにはとても苦労した。たまたま手にした情報の中に「八王子子ども劇場」のことが書かれていて、
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自分の居場所を見つけることができた。あとは、ママ同士のつながりの中で、自分の状況や困って

いることをむき出しにして、いろいろな情報を聞いてくしか方法はなかった。それができる勇気を

持てるような社会が必要だ。

長谷部：この 30 年間で外国人の数も増えた。状況が良くなったと感じることはあるか。

シュワルツ：まず外国人の数が増えたことが一番大きい。八王子には私を含めて３人しかドイツ人がいなかった

ので、その３人でドイツ人を代表しているような気分だった。今はドイツ人の数も増え、普通に生

活できている。また、情報の量も増えてきているが、自分でも勉強して、情報の集め方が上手になっ

てきたと思う。吉田さんのように、「日本ではお母さんが全部のことをやらなければならない」と

思っている外国人のお母さんはたくさんいる。お母さんがうつになると、子どもにもその影響が出

てきてしまう。そうなってしまってから国際交流協会などに行くのは、タイミングとしては遅すぎ

る。兆候やサインはその前から出ているはずだ。それをしっかりとピックアップし、何に困ってい

るのか耳を傾けて、必要な情報を提供すれば、明るい生活が送れるようになると思う。

吉　田：学校からもらうプリントは大体が漢字で書かれている。日本語学校ではまだ習っていない漢字も使

われていたので、読めなくて苦労したこともあった。漢字の上にふりがなが振られているととても

助かる。

スミス：日本に来たばかりの頃は、孤立感などの精神的な辛さもある。近所の人たちが少しでも声をかけて

くれたら嬉しいと思う。港区はどちらかというとハイソサエティな人が多く、近所のつながりはあ

まりないが、それでも、薬局のおじさんやおばさんが「今日は寒いですね」と声をかけてくれたり

する。たまに、餅つきなどの季節行事にも誘われることがあり、精神的な面でも非常にありがたい

と思っている。

（３）地域のあり方や国際交流協会との関わりについて（３）地域のあり方や国際交流協会との関わりについて

スミス：「Coffee Morning」というイベントがきっかけで、港区国際交流協会のメンバーになった。その

イベントは毎月第 4 土曜日に行われ、日本人ボランティアが外国人の相談ごとを聞いてくれる。

もともとは相談する側として参加したが、今は相談を受ける側として参加している。港区役所にも

協力をしていて、防災通訳の訓練をサポートしたり、今日のようなパネルディスカッションなどに

も登壇したりしている。

長谷部：サポートしてあげたいけれど、どうしたら良いかわからない日本人もいると思う。心をオープンに

してお話しするにはどうしたら良いか。

スミス：何よりも「スマイル」が大切だと思う。日本人同士でもスマイルや挨拶が必要なのと同じで、外国

人にもそのように接すれば良い。何も特別な方法はない。

シュワルツ：笑顔で挨拶するのは、日本のとても良い習慣の一つだ。朝からお互いに生きていることを確認でき

るので、良いことだと思う。このようなコミュニケーションが続けば、やがて心も開くだろう。

吉　田：毎朝、園長先生が門の前に立ち、笑顔で「おはようございます」と皆さんに挨拶をしている。これ

はすごいことだと思った。園長先生の笑顔を見ると、１日ウキウキした気分になる。私はたまに自

分のことをフレンドリーすぎると思うこともあるが、園長先生は「大丈夫ですよ。ウィディアさん

はそのままの笑顔でいてください」と言ってくれた。そのおかげで、他のママたちにも笑顔で挨拶

できるし、皆と気軽に話せるようにもなった。

（４）町会や PTA など、古くからあるつながりの中に、新しく入っていくのは大変だったのではないか。（４）町会や PTA など、古くからあるつながりの中に、新しく入っていくのは大変だったのではないか。

シュワルツ：新しく入っていくためには、いくつかの段階があると思う。最初から PTA 会長を務めるのは不可
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能だ。まずは子どもやママ友から関係づくりがスタートする。ママ友たちと交流会を開いた時に

は、それぞれに料理を作って持ち寄ったりもした。そうすることでお互いがだんだんと慣れていき、

PTA の役員などにもチャレンジできるようになる。また、日本では紙の通知をいきなり渡される

ことが多い。そこには「（すでに決められた枠組みがあって）あなたにはこの役をやってもらいます」

と書かれていたりする。この背景にはそれまでの長い歴史があって、前任の人たちもずっと同じよ

うな枠組みの中で役割分担をしてきたのである。しかし、自分をその枠組みの中にはめ込むのはな

かなか大変なことだ。何かを変えようとしても、前例踏襲が優先されることが多くて非常にやりに

くい。しかし、そのやり方が今の時代に合わないと感じている人もいる。特に母子家庭や父子家庭

の親たちは、自分の立場について戦っていかなければならない。そういう部分については、既存の

枠組みを変えていく必要がある。日本人の会議好きは、外国人がよく驚くことの一つであるが、そ

の会議こそがチャンスなのである。会議に出席して、変えることの必要性を粘り強く訴え続けるこ

とが大事だ。

長谷部：日本語ができない場合には、どのように訴えていけば良いのか。

シュワルツ：日本語ができないと難しい部分はあると思う。それでも、外国語ができるママやパパが周りにいる

はずなので、そういう人にお願いして、会議で代わりに発言してもらえば良いと思う。私も最初は

日本語をペラペラに話せるわけではなかったので、直接的なものの言い方しかできず、周りを困惑

させてしまうこともあった。言いたいことが伝わらなければ意味がないので、あの手この手を使っ

て、その場にいる人たちを巻き込む努力をした。PTA は誰もがやらなくてはならないことなので、

「せっかくやるのであれば、お互いに相談しながらやろうよ」と思った。社会の中での居場所を確

保するためにも、お互いにやり方を変えながら進めていく必要があった。

スミス：卒業後に入った人材派遣会社では、上司と部下の厳格な上下関係になかなか馴染めなかった。自分

の自由が完全に奪われたような気持ちになり、このまま働き続けるのは無理だと思った。悪い言い

方だが、奴隷になるために日本に来たわけではないし、これならアメリカに帰ってしまった方が良

いとも思った。でも、帰る前に、自分のやり方を試してみたいと思い、起業を決意した。人材派遣

会社では、よく「会社はコミュニティだ」と言われていたが、私が会社のために何かをしても、周

りの人は私のために何もしてくれなかった。それは非常に辛いことで、裏切られた気持ちにもなっ

た。そのコミュニティを変えるのは難しいので、自分で仕事をする環境を作ろうと思った。

（５）日本で子育てするために、どのようなサポートがあると良いのか。（５）日本で子育てするために、どのようなサポートがあると良いのか。

吉　田：子ども支援センターに外国人が行っても、言葉が通じないために、自分が抱えている問題をなかな

か話せないというケースもあるだろう。そういう時には、周りの人たちがそのことに気付いてくれ

たら、とても助かると思う。私は４人兄弟で、子どもの頃は３人のベビーシッターが住み込みで面

倒を見てくれた。母親と一緒にいる時間はとても短かったので、２〜４歳の頃の母親との思い出が

ほとんどない。日本のように、お母さんが全てのことをやれば、愛情をたっぷりと注げるので、子

どもにもその思い出が残ると思う。

（６）日本での子育てで困ったことや、理解に苦しんだことについて（６）日本での子育てで困ったことや、理解に苦しんだことについて

シュワルツ：ドイツ人は感情豊かな民族だと思う。怒るときは怒り、褒めるときは褒め、笑う時にはゲラゲラ

笑う。日本では、自分の子どものことを外では褒めたりしない。自分の息子のことを「愚息の息子」

と言うなんて信じられない。また、高級な物をお裾分けする時にも、「この程度のものだけど」と言っ

たりもする。最初は理解できなかったが、やがてそれが日本人の口癖であることに気付いた。日本
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人の謙遜やシャイな部分というのは、外国人にとってなかなか理解し難いものがある。その一方で、

子どもが泣くとすぐにパニックになったりもする。先ほど、子ども支援センターの話が出たが、八

王子のセンターは都内で数少ない外国人がいるセンターの一つと言われているが、それは私がそこ

にいるから。外国人のママが「ベビーシッターを探したい」と相談してくることもあるが、その条

件を聞いてみると「時給５００円で何から何までやってほしい」と日本の最低賃金を下回る金額を

言ったりする。お母さんが子育てに疲れてうつなる前に、お父さんにももっとサポートしてもらい

たいと思う。

吉　田：子どもに我慢させるということが、最初は心配で理解できなかった。たくさん雪が降った時、私は

子どもに学校を休ませたいと思ったのだが、主人に「雪が降っても学校に行くのは普通のことだ。

私たち親が子どもといつまで一緒に生きられるかなんてわからない。親がいなくても、子どもは一

人で世の中をサバイブしなければならない。辛いことがあっても諦めない気持ちを子どもにちゃん

と教えないと」と言われた。その言葉を聞いて、子どもに我慢させることは、実は深い愛情なのか

もしれないと気付いた。

（７）お子さんは現在どのような教育を受けているか。（７）お子さんは現在どのような教育を受けているか。

吉　田：川崎市立の学校に通っている。

シュワルツ：うちの子どもたちも、小学校から高校までは公立の学校に通っていた。いじめの問題などでバッシ

ングされることもあるが、日本の公立学校は素晴らしいと思っている。公立の学校で、あんなに幅

広く、深く学べる環境は、日本にしかない。

（８）外国人の低賃金労働について（８）外国人の低賃金労働について

長谷部：今の日本の政策では、「単純労働者がとりあえず働いてくれれば」という方向に大きく舵を取って

いる状況だ。一方で、スミスさんのような、専門職の人を雇用しようとする場合には、選択制の移

民という形を取っていて、留学生もその一環に含まれている。建前上は、単純労働者を入国させな

いことになっているが、実際には、技能実習制度や留学生のアルバイト労働によって現状を乗り切っ

ている。つまり、いわゆる単純労働者に関しては、全然一貫性のない政策が採られており、労働者

に関しては、どれも持続性のない内容である。

（９）日本語指導が必要な子どもたちへの支援について（９）日本語指導が必要な子どもたちへの支援について

長谷部：日本語がわからない子どもたちへの教育はすでに行われているが、十分に支援が為されているとは

言いがたい状況だ。また、これまでは正規の授業としては認められず、課外活動としての扱いだっ

た。最近は、文部科学省が相当変わってきていて、2014 年頃からは、日本語指導も小中学校の

課程としてきちんと認めようという動きもある。日本語講師を養成するための取り組みも行われて

はいるが、まだまだボランティア頼みの現場がほとんどである。

（10）外国にルーツを持つ子どもの貧困について（10）外国にルーツを持つ子どもの貧困について

長谷部：神奈川には支援団体がいくつかある。

（11）多文化社会のお手本になるような国はあるか。（11）多文化社会のお手本になるような国はあるか。

長谷部：一国に絞っているということはないが、アメリカやカナダが特に進んでいると思う。とは言え、　

差別意識が全くなくなるということはなく、どこに行っても苦労は付き物だろう。私も留学した経
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験があるが、「自分がそこにいて、誰も不自然だと思わない態度でいてくれる」ことが、多文化社

会のあり方なのではないだろうか。電車に乗った時にじっと見つめられたら、誰だって嫌だと思う。

「外国人がいても違和感のない社会」こそが、これから私たちが目指していく社会なのではないか。

日常的なことだけではなく、延いてはそれが制度として、労働や人権の保障につながれば良い。取

り組みが進んでいると言われている国であっても、決して順風満帆なわけではない。日本は日本で、

自分たちなりの取り組みを進めていく他ないのである。

（12）最後に（12）最後に

スミス：まずは共通点を見つけることから始めて、大きなことではなく、日常的にできることをしてほ

しい。

シュワルツ：「多文化社会」から「多様性社会」に変えていきたい。皆が違和感なく暮らせるのが一番だ。

吉　田：今日は幼稚園の園長先生にも来ていただいた。子育ての相談やいろいろな悩みを聞いてくれること

で、心がとても楽になる。とても感謝している。この場を借りてお礼を言いたい。
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分科会　３

●テ　ー　マ　　多文化共生社会を実現するための子どもの日本語学習支援

（外国にルーツを持つ子どもの日本語学習支援の事例報告）

外国にルーツを持つ子どもが日本語能力を身につけることは多文化共生社会の実現に

おける重要な柱です。子どもたちが日本で生活していくためには確実に日本語教育を

受ける仕組みが不可欠です。しかし現状は子どもたちを取り巻く環境には数々の課題

があります。そこで日本語学習を補うために、各地で行政・教育委員会、国際交流協会、

NPO・市民活動団体が日本語学習支援に取組んでいます。

この分科会では、始めに基調講演で子どもの日本語学習支援についての問題を取上げ、

次いで東京都多摩地域の市役所担当課と NPO・市民活動団体からの事例報告を通し

て、これからの日本語学習支援を考えていきます。

●基 調 講 演　　「子どもの日本語学習支援をとりまく諸問題について考える」

　　　　　　　　中山　眞理子氏　NPO 法人多文化子ども自立支援センター　代表理事

●事 例 紹 介　　

①　NPO 団体の取り組みから

「都内広域での多文化子ども・若者への支援活動から」

ピッチフォード　理絵氏　（特活）青少年自立援助センター

定住外国人子弟支援事業部　多文化コーディネーター

②　行政の取り組みから

「東村山市の外国人に繋がる子ども日本語教育の取り組み」

荒井　知子氏　東村山市　市民部　市民相談・交流課長

●参 加 者 数　　６２名

はじめに

第３分科会は、基調講演で多文化共生社会を推進するための子どもの教育、外国につながる子どもの学習

支援の事例報告によって皆様に現状を理解していただきたい。

基調講演　「子どもの日本語学習支援をとりまく諸問題について考える」

中山　眞理子氏　　NPO法人多文化子ども自立支援センター　代表理事

１．在日外国人の状況１．在日外国人の状況

平成２７年の国勢調査によると、日本人人口

は１億２, ４２８万３, ９０１人、外国人人口は

１７５万２, ３６８人、東京都に 2 割強が集中し、

約２００カ国と地域の人が住む。集住都市、地域と

比べて国籍、民族、言語などの多様性に富んでいる。
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2．外国に繋がりのある子どもたちが置かれて2．外国に繋がりのある子どもたちが置かれて

いる現状いる現状

（１）「外国につながる子ども」たち（１）「外国につながる子ども」たち

外国人定住者は、日本で就職して安定すると

小さい時に呼べば日本語は大丈夫だろうと、母

国から子どもを呼び寄せるが、未来の定住者と

しての日本語力を獲得するという意味では問題

がある。

日本で生まれても親、特に母親が外国の文化

体系にある場合難しい。ペラペラと喋る見せか

けの会話力に惑わされて支援の対象にならない。

（２）日本の学校制度の中の「外国につながる（２）日本の学校制度の中の「外国につながる

子ども」たち子ども」たち

外国籍の子どもたちの学習言語は、日本政府

がユネスコ憲章を採択し、教育の権利を全て平

等にとするが、現実は国民の義務教育という学

校教育の下、外国籍の人は希望すれば就学でき

るが、子どもに義務教育を与える親の義務はな

い。

来日した子どもを各自治体教育委員会は学齢

による学年配置をすることが多い。日本と違う

カリキュラムで学習してきた上、日本語が不十

分な子どもには穴が生じたりする。

学齢超過者に対しては、2016 年 12 月にマ

スメディアではフリースクールということで報

じられた義務教育均等法が成立した。「必ずしも

義務教育を学校だけで済まさなくてよい」、「中

学校の卒業証書を貰っても実質的に義務教育を

受けていない人はもう一度義務教育機関で学習

出来る」。この条件の下で「国籍に関わらず」と

書かれているが、外国人の場合実質的にはハー

ドルが高い。

（３）日本語指導が必要な子どもへの体制整備（３）日本語指導が必要な子どもへの体制整備

平成２６年４月から文部科学省は日本語を

「特別の教育課程」という形で指針を出した。先

駆的な道・府・県ではこの「特別課程」という

考えの下で動き始めている。この課程の特徴は、

特別支援教育に似ているものがあり、年限な

どを想定していない。つまり、必要に応じて必

要なだけ与えていく。また、文部科学省は年間

280 時間～ 10 時間という数字を出し、週６時

間ぐらいを１年続け、これ以上続けても良いと

した。

東京都では学校、その周辺学校からの通級生

徒１０名以上で加配教員１名を配置して２年間

限度の「日本語学級」設置制度を持つ。日本語

学級は、週に４時間、多いところで６時間、２

年目は殆ど週２時間程度しか受けられない。中

学校で来日した場合、国も、母語も違う中で教

科を教えなければならず、週４時間だけでは限

界がある。

東京都の各区、市の教育委員会で統一された

日本語指導の基準は残念ながら無い。都は「各

自治体は自分の地域に合った指導システムを考

えていく」とする。結果、一番少ない地域では

２０時間だけになる。基準が出来て、指針が有っ

て欲しい。

子ども日本語指導には何時間が必要か？「子

どもは放っておいてもすぐ上手になる」と、未

だに教育現場でも囁かれる。各外国の色々な研

究から外国の子どもが潜在能力を十分発揮でき

るようにするには最低限 1200 時間必要と考え

る。一般的に５～６年はかかるとされるが、ア

メリカの追跡調査では１０年かかっても近似的

にはなるが、潜在能力が十分開発できないとの

結果が出た。言語には「生活言語」と「学習言語」

があるが、学習言語は学校教育の言語だけでな

く、子どもが日本社会で自立して働くのに必要

な言語の基礎をつくると考えている。その為に
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早期の体系的、集中的指導体制を構築する必要

がある。

東京都に今在籍している外国籍小学生は 1 万

2 千名程度である。約三分の一の子供が日本語

支援を必要とされるが、神奈川県、大阪府、愛

知県ではほとんどの外国籍の子どもが必要とさ

れている。つまり、日本語支援を必要とすると

判定する基準が違うのではないか。関わってい

る子どもの日本語教室の状況から見て、東京都

の日本語支援基準に危惧感を覚える。

（４）就学後の問題（４）就学後の問題

日本語教育支援が不足している上、外国と日

本は学校の習慣、文化、学校の評価基準の違い

がある。日本の学校の均一性なども彼らにとっ

ては慣れない問題だ。学習面での遅れ、個人の

発達の事情などでトラブル、いじめ、差別、友

人ができない、孤立していく等の問題も顕在化

している。

（５）高校進学、進学後の問題（５）高校進学、進学後の問題

日本人高校進学率は平成 28 年度で 98.4％、

しかし東京都の外国につながる子どもの高校進

学率は統計が取れていない。データーから推定

して約 50 数％とされる。大阪府・神奈川県で

は 85％と高く、殆どの子どもが進学できる。

今は専門学校も入学資格に高校卒業を求め、高

校進学が将来の人生の分かれ道となる。東京都

立の外国人特別枠入試制度であるが、今年は

2.35 の倍率であった。その対象者は来日して

3 年未満で、それ以外は日本人と同じ待遇とな

る。英語か日本語での作文と面接で、日本語が

出来なくても英語が出来れば入学できる。日本

国籍では対象にならず、2 重国籍なら対象にな

る等問題が多い。

特別枠を持っている学校は 7 校で、高校入学

して 1 年間は日本語支援が受けられる。これ以

外の学校では日本語がどんなにできなくても日

本語を支援する仕組みはない。中途退学、つい

ていけない現象が出ている。自分の潜在能力に

合ってない学校、十分発揮できない学校へ入学

したことで異なる問題にぶつかってしまうこと

もある。

もう一つ、大学進学や専門学校進学によって

就労ビザの取得が可能となる。ところが、中卒

となると家族滞在ビザの場合、週 28 時間労働

の制限があり、正規雇用が不可能となる。高校

卒業は就職にも関わってくる問題で、アルバイ

ト・非正規労働者であるか、正規社員であるか

の分かれ道である。

（６）外国につながる子どもへの支援活動（６）外国につながる子どもへの支援活動

日本語クラスの日本語支援、教科学習支援に

よって学校生活に馴染み、友達ができるように

なり、その意欲も高まっていく。また、日本語

クラスの「居場所」作りで、そこへ行けば同じ

ような環境の子どもがいて、疎外感やいじめか

ら解放され、つかの間幸せになれる居場所とな

る。定住者の子どもたちは留学生と違って大人

の事情で来日している。理不尽な思いをしてい

る子ども達にとっては素晴らしい場所である。

先輩から情報収集ができるというのも大事なの

だ。是非学校と連携して支援を続けてほしい。

（７）未来の日本社会に向ける外国につながる（７）未来の日本社会に向ける外国につながる

次世代育成次世代育成

ＮＨＫの独自の調査によると新宿区は今年成

人を迎えた 50％、豊島区も 38％が外国人だ。

推定によると50年後の外国人数は1300万人、

人口比 1 ２％となるという。子どもたちを社会

の負にさせるか、良いパートナーにさせるかは

これからの教育による。
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NPO 法人青少年自立支援センターは困難を抱え

ている子ども、若者の自立を助けるために活動して

いる団体である。2010 年 4 月から文科省の定住

外国人の子どもの就学支援事業「虹の架け橋」を

受託し、活動してきた。

福生市の日本語教室には 22 の国と地域にルー

ツを持つ、6 歳から生活者まで約 100 名が在籍し

ている。日本語教室は、日本語学校とフリースクー

ル、学童クラブと塾が一緒になったような教室であ

る。スタッフ全員が有資格、有経験の講師で、学

校形式で運営している。大切なのはこの現場が彼

らにとって安心できる居場所だということである。

詳しく紹介する。

1 ～ 3 月間は、4 月から 1 年生になる子どもを

対象とした日本語クラスと、保護者向けに日本の

学校、持ち物、休む時の連絡方法、連絡帳の書き

方などの説明会を通訳を介して開催する。

キッズ初級クラスは 9 歳までの、日本語が全く

できない子どものクラスで、学校側と交渉しなが

ら文字、数学等の基本を教える。

小学生クラスは、来日して暫らく時間が経つか、

日本生まれ、日本育ちだが勉強に困難を感じる子ど

も達が通っている。宿題を見てくれる人がいない、

音読を聞いてくれる人がいない子ども向けの支援

もしている。

子どもクラスは集団授業である。学年も、ルー

ツも、言語も違うが、集団で教えている。

日本語クラスは日本語学校とほぼ同じである。

クラス単位でカリキュラムを組み、日本語指導に集

中する。コミュニケーションが取れるようになり、

漢字が 200 程度読めたら強化学習、入学するなど

それぞれの出口に進めていく。

今、散在地域の子ども向けにオンライン授業を

提供している。ライブ配信をするのでパソコン画面

を通して先生、学習者とペアの会話練習ができる。

学校に外国人は自分一人、町にも自分しかいないな

ど、孤独な状態に置かれている子どもたちが画面を

通して教室にいる自国出身者と母語でお喋りをし、

SNS で友達になれるのでストレスの軽減に繋がる。

10 代後半で来日する子どもたちが多い。自国で

中学校を卒業してから来日した子どもは行き場所

がない。日本に来る前まで自国で学校に通っていた

けれど、来日した瞬間に学齢超過ということで学校

から切り離されてしまう。また、日本語学校は大学、

専門学校への進学支援はするが、高校進学の支援は

しない。仕事がしたいと思っても働いた経験やスキ

ルもないし、日本の雇用環境に関する知識もない。

自立就労支援が非常に限定的である。この子ども

たちを高校につなぐ、高校から上級学校に進ませ

るサポートはとても重要なのだ。

また、日本で生きていくためにはキャリア形成

が必要となる。当団体はキャリア教育も取り入れ、

パソコン教室を開催している。口コミ、友達が働

いているところで働くのを止め、アルバイト情報、

求人誌などで自分にあった仕事を探す授業を行っ

ている。子どもたちの次の一歩のための種をまき、

力を与え、日本社会に押し出すということに本気

を置いている。

事例報告　① NPO団体のとりくみから

「都内広域での多文化子ども・若者への支援活動から」

ピッチフォード　理絵氏　　（特活）青少年自立援助センター

　　　　　　　　　　　　　定住外国人子弟支援事業部　多文化コーディネーター
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現在、東村山市は外国人市民が約２，７００人、

全体の１．８％を占め、国籍は６０カ国を超える。

市全体の人口は微減傾向であるが、外国人市民は

増加傾向にある。

１．多文化共生の取り組み１．多文化共生の取り組み

外国人相談業務は、英語、中国語、韓国 ･ 朝鮮

語ができる職員が常時対応している。また、毎年、

専門家無料相談会も実施している。相談業務以外

にも外国人市民のための防災研修や訓練、外国人

の日本語学習スピーチ大会など、外国人市民が自

分も地域の一員であることを意識することができ

るような活動等、様々な事業を実施している。

２．日本語教室２．日本語教室

東村山市では、市民団体が主に運営している日

本語教室と、市が運営している子ども日本語教室が

ある。子ども日本語教室は市が募集したボランティ

アが講師となり実施している。

３．子ども日本語教室指導ボランティア養成講座３．子ども日本語教室指導ボランティア養成講座

指導ボランティアは、８回の養成講座と２回の

オリエンテーションを受講してから講師として活

動を始める。今までに第１期、第２期の講座を実

施した。

事例紹介　②行政の取組みから

「東村山市の外国人に繋がる子ども日本語教育の取り組み」

荒井　知子氏　　東村山市　市民部　市民相談・交流課長



-59-

４．学校での支援 ･ 指導４．学校での支援 ･ 指導

教育委員会では学校からの要請に応じて、登録

しているボランティアを学校に派遣し、１日２時間

程度、授業の時に児童生徒の隣に座って通訳する制

度がある。学習指導については、週１回２時間程度、

１対１で指導している。

５．課題５．課題

子ども日本語教室の指導ボランティアに関して

は、養成講座受講者の中で実際に活動するのは一

部の方で、講師の数がまだまだ不足している。

学校での通訳ボランティアも約６０人の登録者

の中で、活動できる方は１０人程度である。英語

と中国語以外の言語への対応は難しい。

学習指導については現在、市内１校のみで実施

しており、市内各学校から通わなくてはならない。

指導は１対１のため、多くの子どもに対応するの

が難しい。

子どもだけでなく、保護者へのサポート体制が

必要であるが、まだできていない。

子ども日本語学習の支援は、市民ができること、

行政ができること、市民と協働でできることがそ

れぞれある。すべての子どもたちのためにそれぞ

れが協力していかなくてはならないと思う。
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 ディスカッション　

質問：日本語ボランティア養成講座を受講するも定着しないという課題が各地域にあるが、東村山市質問：日本語ボランティア養成講座を受講するも定着しないという課題が各地域にあるが、東村山市

の状況は？の状況は？

荒井：東村山市では第１期、第２期の受講生が約４５人、講座募集時にボランティア活動ができる方と呼び

かけたが、実際活動できる方は１２人程度である。

中山：思い描いていたものと違う、自信がないなど様々な理由で止めてしまうが、だからと言って講座を開

催しないわけにはいかない。

中山：話の中で行政の枠組みの中と言ったが、枠組みがなければ理想は？

荒井：多文化共生は、一つの課になっても良いと思う。もっと力を入れて取り組んでいきたいことも多々

ある。が、他のことも進めていかなければいけないのでその中でどれくらい進めていけるのかが課題

である。

質問：学校との連携は？質問：学校との連携は？

ピッチフォード：在籍のある学校と綿密に連携を取る。日本語教室は学校出席扱いにしている。日本語を勉

強してから徐々に通学したり、通学しながら日本語勉強をしたり、ある程度日本語ができるようになっ

てからは放課後に日本語勉強に来たり、各自の状況に合わせている。

他の質問への回答他の質問への回答

荒井：学校通訳は、極少ない金額だが有償である。時間、回数などの制限があり、予算内で行っているので

担当部署としてはやりくりをしながらできる限りの努力をしている。

教育委員会との連携は、連携しきれていないところも正直ある。日本語教室ボランティアの学校授業

への派遣を教育委員会が全面的に受け入れるのは難しい。これは私たちの努力が足りないと言われた

らその通りなので今後少しずつでも進めていきたい。
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ピッチフォード：専門職の講師が足りるかという質問だが、若い講師の応募が多い。生活維持ができない収

入なので、子供と関わりたい有志の方が常勤講師として勤めている。

定時制に関しては、当団体の拝島若者サポートステーションで定時制中退予防プログラムを組み、近

隣の定時制若者に手をかけている。

集団授業のメリットは、様々な国の子供が一緒になることで、日本語が共通語となって日本語で話す

ようになることである。マン to マンだと同国の人としか繋がらない傾向があり、母国語会話になる。

保護者へのサポートに関しては、バーベキュー等の色々な行事を取り入れて保護者を巻き込み、横の

つながりもできるきっかけを作る。

中山：青少年自立センターは、とても専門的で、自立した団体なので、多くのボランティア団体とは違う形

になっていると思う。

文科省はガイドラインを作成したが、財源などの原因で各地方自治体や団体に委ねており、その一本

化は難しい。各自治体も予算などの問題を抱えている。東村山市は資格がなくても養成講座を受講す

れば活動ができるような取り組みを行っているが、行政との連携ができるということはとても有意義

である。行政・教育機関と連携すれば皆さんの活動は実が成ると思う。
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